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千
代
田
の
松
を
仰
ぎ
、
副
翻
と
は
た
め
く

会
旗
、
志
を
抱
い
て
立

っ
て
か
ら
二
十
周
年
、

今
、
薮
に
三
十
年
に
向
ふ
新
し
き
年
を
迎

へ
、

め
ぐ
る
星
霜
に
感
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

回
顧
す
れ
ば
、
み
る
夢
は
、
楽
し
か

っ
た

行
事
、
美
し
い
景
観
、
ロ
マ
ン
渦
巻
く
ド
ラ

マ
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。
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口可第

手
咸
十
九
年
度
岳
精
流
指
標楽

岳精流 日本今院

平  成

手 代  書

9 年

岳 精  会

月

驀  報

二
十
年
か
ら
三
十
宅
に
向
か
う
新
年
に

ｆ）

会
長
　
飯
田
　
精
鷹

吟
の
教
場
は
故
郷
、
私
達
の
家
庭
に
次
ぐ

安
全
に
し
て
、
祈
り
と
命
の
安
心
の
場
で
あ

り
ま
す
。
か
か
る
場
を
皆
が
集
ま
り
、
作
り
、

育
て
て
来
ま
し
た′
。
皆
さ
ん
の
お
力
に
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
世
は
ま
さ
に
日
進
月
歩
の
世
で
あ

り
、
芸
能
界
の
み
な
ら
ず
、
各
界
と
も
、
世

代
交
代
は
世
の
習
い
で
も
あ
り
、
吟
と
て
諸

般
の
状
勢
か
ら
、
新
し
い
文
化
、
新
し
い
人

へ
と
、
生
々
発
展
す
る
秋
で
も
あ
り
ま
す
。

新
し
き
酒
は
新
し
い
皮
袋
に
盛
れ
と
か
、

大
正
末
生
ま
れ
と
、
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
所

謂
、
大
昭
群
団
か
ら
、
い
よ
い
よ
昭
和
十
年

代
生
ま
れ
の
盛
年
群
団

へ
と
、
登
場
の
期
で

あ
り
ま
す
。

新
進
気
鋭
の
群
団
中
、
鈴
木
龍
成
さ
ん
は
、

創
立
の
頃
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
も
あ

り
、
業
務
推
進
委
員
長
と
し
て
も
、
千
代
田

の
企
画
構
成
の
中
心
で
あ
り
ま
し
た
。
水
陸

両
秀
の
人
で
あ
り
、

ハ
ザ

マ
教
場
長
と
し
て

も
、
そ
の
敏
腕
と
徳
の
あ
る
人
柄
で
指
導
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

諸
生
の
推
薦
す
る
人
徳
の
人
で
あ
り
、
所

謂
、
藤
原
正
彦
氏
の
言
う
、
千
代
田
の
目
す

る
、
品
格
の
人
で
も
あ
り
ま
す
。

山
河
は
や
冬
か
が
や
き
て
　
位
に
印
け
り

飯
口
　
記
入

新
会
長
と
し
て
ご
推
薦
申
し
上
げ
、
よ
る

し
く
お
ひ
き
ま
わ
し
、
願
い
ま
す
。

さ
て
、
愈
々
三
十
周
年
に
向
か

っ
て
雄
々

し
く
進
発
、
ま
た
新
た
に
第

一
歩
を
踏
み
出

す
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

喧
、
堂
々
の
新
装
な
れ
る

『千
代
田
■
の

船
出
で
あ
り
ま
す
。

新
春
に
あ
た
り
、
そ
の
喜
び
と
栄
え
を
共

に
視
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

孟 杜

初
伝
感
有
り

江
村
晩
眺

中
伝
桜
祠
に
遊
ぶ

秋
風
の
引

短
歌
　
天
の
原

ゆ
く
秋
の

奥
伝
山
中
の
月

復
愁
う

俳
句
　
夏
草
や

古
池
や

皆
伝
岳
陽
楼
に
登
る

遊
子
吟

山
崎
　
闇
斎

戴
　
　
復
古

広
瀬
　
旭
荘

劉
　
　
高
錫

阿
部
仲
麻
昌

佐
々
木
信
綱

藪
　
　
弧
山

杜

　

　

甫

松
尾
　
芭
蕉

松
尾
　
芭
蕉
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会
長
を
拝
命
し
て

会
長
　
鈴
木
　
龍
成

こ
の
度
図
ら
ず
も
、
栄
光
あ
る
当
千
代
田

岳
精
会
の
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
鈴
木

龍
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。

偉
大
な
る
会
創
始
者
、
飯
田
精
鷹
先
生
が

二
十
年
間
に
亙

っ
て
築
い
て
来
ら
れ
た
数
々

の
財
産
を
、
今
後
如
何
に
し
て
継
承
し
て
い

く
か
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

非
力
な
私
と
す
れ
ば
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
こ
そ
全
て
な
り
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
十
月
二
十
九
日

（日
）
に
行
な
わ
れ

た

「千
代
田
岳
精
会
　
創
立
二
十
周
年
記
念

吟
道
大
会
」
に
お
け
る
会
員
の
結
集
力
は
日

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
感
激
の
余
韻

は
未
だ
に
新
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　
”
千

代
田
“
の
底
力
を
あ
ら
た
め
て
感
得
し
た
次

第
で
す
。

二
十
年
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
刻
ん
で
き
た

歴
史
か
ら
、
新
た
な
創
造
の
歩
み
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
歩

み
は
希
望
多
き
も
の
が
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
何
と
な
れ
ば
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
教
場

の
吟
に
励
む
取
組
み
、
教
場
相
互
の
情
報
交

換
に
も
と
ず
く
密
な
る
連
携
、
こ
れ
は
極
め

て
強
力
な
結
東
で
あ
り
、
他
に
類
を
見
な
い

も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
お
互
い
の
研

鑽
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
吟
友
の
輸

の
拡
大
も
見
事
な
成
果
で
す
。

私
は
、
今
後
の
会
運
営
に
あ
た

っ
て
次
の

こ
と
に
留
意
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

一
、
会
の
核
で
あ
る

「教
場
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
活
か
し
て
平
生
の
研
修
を
運

営
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
す
る
こ
と
。

二
、
吟
の
基
本
を
身
に
つ
け
る
研
修
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
。

三
、
会
の

一
層
の
発
展
の
た
め
、
吟
友
の
増

加
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

現
状
の
教
場
活
動
の

「足
場
」

（場
所
）

は
、
決
し
て
安
定
し
て
い
る
と
は
申
せ
ま
せ

ん
。
今
後
想
定
さ
れ
る
事
態
に
も
対
応
し
て

い
く
方
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
会
と

し
て
、
将
来
を
見
据
え
た
し
っ
か
つ
し
た
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

飯
田
前
会
長
は
、

「ち
よ
だ
」

（創
立
二

十
周
年
記
念
号
）
の
巻
頭
言
で
、

「今
日
よ

り
明
日

へ
の
、
も
う

一
つ
の
夢
は
、
会
員
三

〇
０
名
体
制
の
実
現
で
あ
る
」
と
語

っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
私
達
の
吟
活
動
の
支
え
は
、

”常
に
夢

（日
標
）
を
抱
く
“
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
自
身
の

吟
力
向
上

へ
の
精
進
を
と
お
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に

”吟
友
呼
び
“
の
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ

”夢
“
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

「千
代
田
』
の
名
に
相
応
し
い
磐
石
の
会
体

制
が
、
会
員
全
員
の
手
で
築
い
て
ゆ
け
る
よ

う
頑
張

っ
て
ま
り
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度

千
代
田
岳
精
会
組
織
体
制

、
組
織
、
機
構
の
改
編

ア
、
部
職
の
改
編

（解
消
、
再
編
）

○

「指
導
運
営
本
部
」
の
解
消
。

○

「業
務
連
絡
会
」
を

「業
務
推
進
委
員

会
」
に
再
編
。

委
員
会
構
成
は
各
部
門
リ
ー
ダ
ー
及
び

教
場
、
分
室
代
表
。

０

「
コ
ン
タ
ー
ル
部
門
」
を

「研
修
部
門
」

へ
吸
収

○

「躍
進
啓
発
部
門
」
を
、
定
期
的
に
実

施
す
る

「初
期
者
研
修
」

へ
移
行
。

Ｏ

「千
代
田
の
明
日
を
語
る
会
」
を
解
消
、

「業
務
推
進
委
員
会
」
が
引
継
ぐ
。

Ｏ

「研
修
部
門
」
の
中
に

”歌
唱
“　
”剣

詩
舞
“
研
修
の
設
立
枠
を
設
け
る
。

イ
、
部
職
の
新
設

○

「最
高
顧
間
」

「常
任
顧
間
」

○

「会
長
補
佐
」

（他
役
職
兼
務
）

一、
会
議
、
研
修

○

「幹
事
会
」

「月
例
研
修
」
は
毎
月
の

第

一
火
曜
日
に
開
催
。

。

「幹
事
会
」
メ
ン
バ
ー
は
役
員

・
部
門

リ
ー
ダ
ー

・
研
修
リ
ー
ダ
ー

・
正
副
教
場

長

ｏ
分
室
長

・
正
副
業
務
推
進
委
員
長

・

本
部
役
員

。

「月
例
研
修
」
は
右
記
に
顧
間
が
参
加

す
る
。

○

「業
務
推
進
委
員
会
」
は
毎
月
の
第
二

木
曜
日
に
開
催
。

（平
成
十
九
年

一
月
よ
り
）
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平
成
十
九
年
　
千
代
田
岳
精
会
構
成

○
会
長

○
副
会
長

（会
長
代
行
）

副
会
長

○
会
長
補
佐

同同同同同
○
最
高
顧
間

○
常
任
顧
問

同同同同
☆
部
門
リ
ー
ダ
ー

○
研
修
部
門

・
詩
歌
研
修

・
演
奏
研
修

（
・
剣
詩
舞
　
）

（
由
歌
唱
　
）

○
許
証
部
門

○
事
業
部
門

○
吟
楽
部
門

０
弘
報
部
門

○
婦
人
部
門

○
総
務
部
門

○
経
理
部
門

☆
業
務
推
進
委
員
会

○
委
員
長

○
副
委
員
長

鈴
木
　
龍
成

大
熊
　
龍
清

耳
塚
　
昇
風

菅
原
　
琴
風

菅
原
　
克
風

城
戸
　
稲
山

酒
井
　
帆
山

徳
本
　
順
山

山
口
　
隆
山

飯
田
　
精
鷹

磯
田
　
龍
真

岩
崎
　
龍
慶

吉
川
　
龍
鐘

林
　
　
龍
吾

村
上
　
恒
風

城
戸
　
稲
山

渋
谷
　
辰
山

荻
　
　
裕
風

徳
本
　
順
山

山
手
　
英
山

菅
原
　
克
風

八
日
　
玉
山

菅
原
　
琴
風

酒
井
　
帆
山

菊
地
　
駿
山

山
口
　
隆
山

八
田
　
玉
山

）
創
立
二
十
周
年
記
念
吟
道
大
会

′

―

創
立
二
十
周
年
記
念
大
会

実
行
委
員
会
報
告

実
行
委
員
長
　
鈴
木
　
龍
成

平
成
十
七
年
二
月
初
め

「千
代
田
岳
精
会

創
立
二
十
周
年
大
会
」
に
向
け
て
の

”プ
レ

委
員
会
“
発
足
を
も

っ
て
大
会
準
備
の
ス
タ

ー
ト
が
切
ら
れ
た
。
以
後
委
員
会
を
毎
月
開

催
し
、　
ズ
バ
員
総
参
加
」
の
大
会
実
施
を
旗

印
に
掲
げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
会
員
意
見

の
収
集
、
そ
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
た
。

会
場
の
確
定
、
日
程
の
調
整
は
予
想
外
に

手
間
取

っ
た
が
何
と
か
克
服
し

「平
成
十
八

年
十
月
二
十
九
日
本
番
」
に
向
け
て
の
ゴ
ー

が
か
け
ら
れ
た
。
即
、
教
場
吟
な
ど
の
準
備

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

大
会
メ
イ
ン
は

「構
成
吟
」
だ
。
何
を
テ

ー
マ
に
す
る
か
、
こ
れ
も
ま
た
幅
広
く
意
見

を
徴
収
し
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま
れ
た
。
会

の
成
り
立
ち
の
歴
史
か
ら

『江
戸
」
を
取
り

上
げ
、
折
し
も

『江
戸
五
百
年
』
が
話
題
と

な

っ
て
い
る
年
で
あ
れ
ば
こ
れ
だ
と
い
う
事

か
ら

『大
江
戸
五
百
年
』
が
テ
ー
マ
と
な

っ

た
の
は
正
し
く
格
好
の
設
定
で
あ

っ
た
。
そ

の
後
は

一
潟
千
里
、
各
教
場
の
意
見
を
調
整

し
な
が
ら
構
成
吟
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
っ

た
。
喧
々
愕
々
の
場
面
も
あ

っ
た
が
何
と
か

乗
り
切

っ
た
。

大
会
と
併
せ
て
、
将
来
に
残
る
記
録
を
と

い
う
こ
と
て

「ち
よ
だ
」
の
特
別
号

（創
立

組
織
の
千
代
田
の
結
集
力
こ
こ
に

！

一
粒
の
吟
の
種
子
が
、
大
き
く
育

っ
た
姿

を
共
に
祝
う

「創
立
二
十
周
年
記
念
吟
道
大

会
」
が
会
員
全
員
が
準
備
か
ら
当
日
の
運
営

ま
で
参
加
し
て
、
十
月
二
十
九
日

（日
）
新

宿
　
明
治
安
田
生
命
ホ
ー
ル
で
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
状
況
は
、
鈴
木
龍
成
実
行
委
員
長
が

委
員
会
報
告
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
三

百
四
十
余
の
客
席
は
ご
来
賓
と
、
百
七
十
名

の
会
員
を
合
わ
せ
て

一
席
の
余
裕
も
な
い
盛

況
で
し
た
。

宗
家
を
は
じ
め
と
し
、
全
国
大
会
で
し
か

拝
聴
出
来
な
い
多
く
の
超

一
流
の
吟
に
接
す

る
、
得
難
い
機
会
で
し
た
が
、
全
員
が
何
か

を
担
当
し
て
お
り
、
ゆ

っ
く
り
堪
能
出
来
な

か

っ
た
の
が
ち
ょ
つ
と
残
念
で
し
た
。

練
り
上
げ
た
内
容
に
、
お
客
様
も
興
味
深

く
長
時
間
お
付
合
い
下
さ
り
、
舞
台
に
上
が

っ
た
会
員

一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

開
会
後
の
祝
賀
懇
親
会
は
新
宿
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
。
ご
来
賓
、
会
員
合
わ
せ
て
二
〇

三
名
は
心
地
よ
い
疲
れ
を
、
豪
華
な
料
理
と

お
酒
で
癒
や
し
、
余
興
も
盛
り
上
が

っ
て
大

満
足
で
長
い

一
日
は
終
わ
り
ま
し
た
。

各
委
員
さ
ん
、
当
日
の
係
担
当
の
皆
さ
ん

本
当
に
有
難
う
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
男
子
チ
ー
ム
五
十
五
名
が
参
加
し

た
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
は
、
見
事
初
入
賞

を
果
た
し
創
立
二
十
年
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

（詳
細
後
報
）
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二
十
周
年
記
念
号
）
も
発
行
さ
れ
た
。
懐
か

し
い
写
真
、
記
事
な
ど
が
、
会
員
に
二
十
年

の
歴
史
を
理
解
さ
せ
て
く
れ
た
。

営
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た

一
年
半
有
余
の

準
備
期
間
は
、
月
を
追

っ
て
ム
ー
ド
も
高
ま

り
、
い
よ
い
よ
本
番
の
日
を
迎
え
た
そ
の
日
、

家
元
、
宗
家
を
始
め
と
す
る
本
部
役
員
の
皆

様
、
近
隣
会
長
、
支
部
長
、
教
場
長
の
諸
先

生
や
多
数
の
吟
友
同
志
の
ご
来
駕
に
は
、
会

員

一
同
心
か
ら
感
激
の
お
出
迎
え
を
し
ま
し

た
。大
会
は
、
全
員
の
結
集
に
よ
り

「記
念
大

会
」
か
ら

「祝
賀
会
」
ま
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

ど
お
り
の
見
事
な
運
営
が
展
開
さ
れ
、
午
後

八
時
を
も
っ
て
全
て
が
終
了
と
な

っ
た
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

構
成
吟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て

清
水
教
場
長
　
村
上
　
恒
風

忘
れ
よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
、　
”千
代

田
“
創
立
二
十
周
年
記
念
大
会
の
日
．
延
々

二
時
間
余
に
及
ぶ
構
成
吟
の
幕
を
開
じ
た
そ

の
時

「
ヤ
レ
ヤ
レ
、
こ
れ
で
無
事
終
わ
っ
た

！
」
と
安
堵
の
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
の
は
、

私

一
人
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
連
繋
プ
レ
ー
必

ず
し
も
上
手
か
ら
ず
、
果
た
し
て
明
日
は
ど

う
な
る
か
と
夜
も
禄
々
眠
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が

「案
ず
る
よ
り
生
む
が
易
し
」
本
番
で

は
真
に
円
滑
な
舞
台
運
び
で
終
始
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
全
員
参
加
の
千
代
田
側
と
ホ
ー

ル
側
の
呼
吸
が
ビ
ッ
タ
リ
合

っ
た
賜
物
と
し

か
言
い
様
が
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
回
の
構
成
吟
に
つ
い
て
は
、
前

々
か
ら
江
戸
を
主
題
に
す
る
と
伺

っ
て
お
り
、

”千
代
田
“
に
相
応
し
い
テ
ー
マ
と
共
感
じ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
蓋
を
開
け

る
と
、
何
と
私
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
お
鉢
が
回

っ
て
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

に
と

っ
て
縁
の
深
い
東
京
と
は
言
え
、
江
戸

に
つ
い
て
は
ズ
ブ
の
素
人
―
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
反
面
研
鑽
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
も
の

と
自
得
し
、
前
向
き
に
お
引
受
け
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

最
初
で
最
大
の
ハ
ー
ド
ル
は
構
成
吟
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
ど
う
組
立
て
る
か
で
し
た
。
そ

こ
で
色
々
調
べ
て
い
る
中
に
、
そ
の
時
代
、

江
戸
の
人
々
は
、
武
士
も
町
人
も
実
に
よ
く

学
び
、
よ
く
遊
ん
だ
と
い
う
印
象
を
強
く
受

け
、
学
と
遊
を
二
本
の
柱
に
筋
建
て
を
し
、

年
初
の
第

一
回
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
に
諮
り
、

ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
ス
タ
ー
ト
の
運
び
と

な

っ
た
次
第
で
す
。

そ
れ
か
ら
十
月
ま
で
二
十
回
に
も
及
ぶ
会

議
を
開
い
て
内
容
を
煮
詰
め
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
各
教
場
別
の
分
担
区
分
と
吟
題
を

決
め
る
の
が
二
番
目
の
ハ
ー
ド
ル
で
し
た
。

甲
論
乙
駁
、
日
角
泡
を
飛
ば
し
て
や
り
合

っ

た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
、
お
互

い
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
就
く
こ
と
が
出
来

幸
い
で
し
た
。

三
番
目
の
ハ
ー
ド
ル
は
二
時
間
に
も
及
ぶ

長
丁
場
を
如
何
に
し
よ
う
か
と
い
う
問
題
で

し
た
が
、
そ
れ
も
他
の
番
組
を
カ
ッ
ト
し
、

”千
代
田
“
の
全
員
が
構
成
吟
だ
け
に
集
中

出
演
す
る
こ
と
で
ク
リ
ヤ
ー
出
来
ま
し
た
。

）最
後
の
ハ
ー
ド
ル
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

た
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
関
連
で
、
私
が
た
ゝ

き
台
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
江
戸
を
肌
身
に

感
ず
る
た
め
に
、
そ
の
頃
の
史
跡
を
次
々
に

尋
ね
歩
き
回
り
、
多
く
の
知
見
と
感
触
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
足
で
稼
ぐ
こ
と
の
大
切
さ

が
身
に
し
み
た
次
第
で
す
。

総
じ
て
今
回
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
と
ご
声
援
な
し
に
は
全
う

出
来
な
か

っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

等
の
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
本
稿
の
結
括
り

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ど
う
も
有
難
，３

」
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン
タ
ー
ル

に
男
子
チ
ー
ム
初
入
賞

創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
男
女
２
チ

ー
ム
が
出
場
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
五
十
五

名
の
壁
に
女
子
が
断
念
し
、
結
局
男
子
チ
ー

ム
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十

一
年
の

初
出
場
で
は
入
賞
に
達
し
な
か

っ
た
雪
辱
を

期
し
、
林
龍
吾

コ
ン
ク
ー
ル
部
門
リ
ー
ダ
ー
、

岩
崎
龍
慶
副
会
長
の
指
導
で
延
べ
十
九
回
の

練
習
を
積
み
挑
戦
し
ま
し
た
。
練
習
に
人
数

を
揃
え
る
の
に
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
回

を
重
ね
る
毎
に
向
上
を
示
し
、　
一
体
感
か
醸
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成
さ
れ
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
晴
れ
の
壇
上

で
鍛
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、
五
十
四
チ
ー

ム
中
二
十
二
位
と
見
事
に
入
賞
を
果
た
し
、

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
ま
し
た
。

因
み
に
、
栄
え
あ
る
優
勝
は
千
代
田
単
独

の
出
場
は
出
来
な
か

っ
た
が
、
十
六
名
が
参

加
し
た
本
部
女
子
チ
ー
ム
。
ど
ち
ら
も
吟
じ

た
の
は
杜
牧
作

「清
明
」
で
し
た
。

入
賞
！
感
動
と
安
堵

ハ
ザ
マ
副
教
場
長
　
城
戸
　
稲
山

平
成
十
八
年
は
、
独
吟
コ
ン
ク
ー
ル
で
始

ま
り
合
吟
コ
ン
タ
ー
ル
で
終
わ
っ
た
年
で
し

た
。
前
半
は
七
月
の
全
国
吟
詠
コ
ン
タ
ー
ル

東
日
本
大
会
出
場
ま
で
は
、
課
題
吟

『海
南

行
」
を
、
後
半
は
十

一
月
十
二
日
の
全
国
吟

剣
詩
舞
道
大
会
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
吟

『清
明
』
の
練
習
で
終
わ
り
ま
し
た
。

千
代
田
創
立
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
男

子
チ
ー
ム
が
七
年
振
り
、
二
回
目
の
武
道
館

合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
岩
崎

龍
慶
、
林
龍
吾
両
先
生
よ
り
十
九
回
の
特
訓

を
受
け
、
初
め
は
バ
ラ
バ
ラ
だ

っ
た
会
員
の

気
持
が
後
半
は

一
つ
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

四
回
目
の
練
習
の
時
、
先
導
を
務
め
る
様

に
言
わ
れ
、
気
軽
な
気
持
で
引
き
受
け
た
も

の
の
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に
先
導
吟
の
責
任

の
重
大
さ
、
入
賞
し
な
け
れ
ば
と
い
う
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
か
ら
指
導
さ
れ
た
先
導
吟
が
出
来

ず
、
自
信
の
無
い
ま
ゝ
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

早
朝
七
時
前
、
靖
国
神
社
大
鳥
居
前
に
飯

田
会
長
以
下
出
場
者
五
十
五
名
全
員
が
集
合
。

◆
◇
◆
◇
０
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

初
め
て
、
武
道
館
の
舞
台
に
立
ち
、
全
国

制
覇
の
栄
光
を
手
に
し
た
幸
運
の
お
二
人
よ

り
感
激
の
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
。

武
道
館
合
吟
コ
ン
タ
ー
ル
に
出
場
し
て

丸
の
内
第

一　

山石
崎
　
桂
山

吟
を
始
め
て
十
年
、
初
出
場
で
優
勝
の
幸

運
を
頂
き
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

「優

勝
三
十
三
番
岳
精
流
日
本
吟
院
女
子
」
の
発

表
に
私
達
は
皆

”
ワ
ー
ッ
“
と
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
手
を
取
り
合

っ
て
喜
び
、
ま
た
同
時

に
何
か
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

吟
題
は

『清
明
』
杜
牧
作
。
私
の
好
き
な

吟
で
す
。
七
月
よ
り
十
数
回
渡
精
華
、
前
澤

龍
淳
両
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
、
厳
し
か

っ

た
特
訓
が
走
馬
灯
の
様
に
頭
の
中
を
よ
ぎ
り
、

途
中
体
調
を
崩
し
声
も
出
な
い
時
が
あ
り
ま

し
た
が
練
習
日
は
休
む
事
無
く
通
い
続
け
ま

し
た
。
五
十
五
名
が
心
を

一
つ
に
、　
一
体
と

な

っ
て
吟
ず
る
事
の
難
か
し
さ
、
何
回
も
何

回
も
同
じ
所
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
最
後
に

は
全
員
の
気
持
が

一
つ
に
な

っ
た
と
私
は
感

じ
ま
し
た
が
、
先
生
の
お
顔
は
当
日
ま
で
厳

し
く
、
ま
だ
ま
だ
精
進
が
足
り
な
い
と
実
感

致
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
出
場
と
い
う
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
感
謝
の
気
持
で

一
杯
で
す
。
今
後

は
こ
の
経
験
を
糧
に
頑
張

っ
て
吟
道
に
励
み

ま
す
。
ご
指
導
頂
い
た
両
先
生
、
吟
友
の
皆

様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
吟
コ
ン
タ
ー
ル
に
優
勝
し
て

丸
の
内
女
子
　
本
多
　
敦
子

平
成
十
八
年
十

一
月
十
二
日
．
全
国
吟
剣

詩
舞
道
大
会
合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
。
生
涯

忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
輝
か
し
い

一
日
に
な

り
ま
し
た
。
三
位
、
二
位
と
発
表
さ
れ
残
さ

れ
た
の
は
優
勝
の
み
。
今
に
し
て
思
え
ば
ほ

ん
の
僅
か
な
時
で
し
た
が
、
こ
れ
迄
経
験
し

た
事
の
無
い
ほ
ど
の
緊
張
感
で
胸
が
張
り
裂

け
そ
う
で
し
た
。

い
よ
い
よ
発
表
、

「優
勝
岳
精
流
日
本
吟

院
女
子
」
と
告
げ
ら
れ
滲
み
出
る
涙
、
思
わ

ず
立
ち
上
が
り
辺
り
構
わ
ず
大
歓
声
。
お
仲

間
達
と
手
を
取
り
合

っ
て
喜
び
を
分
か
ち
合
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い
ま
し
た
。

顧
り
み
ま
す
と
、
夏
の
暑
い
盛
り
か
ら
約

五
ヵ
月
間
、
特
訓
に
次
ぐ
特
訓
。
渡
先
生
、

前
澤
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
下
に
、
心
を

一
っ
に
し
て
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
を
重
ね

て
来
た
事
が
こ
の
結
果
に
繋
げ
ら
れ
ま
し
た
。

渡
先
生
か
ら
は
、
時
に
厳
し
く
て
も
そ
の

後
は
必
ず
優
し
く
力
づ
け
、
希
望
を
与
え
て

頂
き
ま
し
た
。
前
澤
先
生
か
ら
は
、
明
る
く

楽
し
く
黙
を
張

っ
て
の
特
別
の
発
声
練
習
を

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
陰
で
何
か
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ

っ
て
い
た
方
々
の
お
力
添
え
も
あ

っ
て
こ
そ

優
勝
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

金
メ
ダ
ル
の
重
さ
、
今
し
み
じ
み
と
感
じ

て
い
ま
す
。
何
事
に
於
て
も
お
陰
様
の
気
持

を
忘
れ
る
事
な
く

「礼
と
節
』

『吟
友
と
の

交
流
」
を
計
り
つ
つ
、
練
習
を
重
ね
て
行
く

事
が
、
メ
ダ
ル
を
頂
け
た
意
義
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

コ
ン
タ
ー
ル
に
出
場
さ
せ
て
頂
け

た
事
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
大
き
な
財
産

に
な
り
ま
し
た
。

◎

平
成
十
八
年
度
昇
伝
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（敬
称
略
）

奥
伝
　
　
　
丸
の
内
第
二
　
勝
田
　
賢
風

同
　
　
　
　
　
杉
野
　
統
風

こ
の
他
、
皆
伝
師
範

一
名
、
奥
伝
師
範
三

名
、
中
伝
準
師
範
十
六
名
の
方
々
が
合
格
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

奥
伝
受
験
記
丸
の
内
第
二
　
勝
田
　
賢
風

十

一
月
二
日
文
化
の
日
、
三
年
振
り
昇
伝

試
験
で
あ
る
。
日
頃
の
練
習
不
足
も
あ
り
、

全
く
自
信
も
無
く
試
験
会
場
に
向
か

っ
た
。

会
場
に
は
多
く
の
千
代
田
の
吟
友
が
揃

っ

て
お
り
心
強
か

っ
た
。
し
か
し
、
審
査
を
宗

家
先
生
が
担
当
さ
れ
る
と
聞
き
、　
一
気
に
緊

張
が
高
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
受
験
番
号
に
よ

り
吟
題
は

『山
居
」
と
決
ま
っ
た
。
不
十
分

な
が
ら
も
練
習
段
階
で
は
、
ど
う
に
か
暗
譜

で
吟
ず
る
こ
と
も
得
た
が
、
や
は
り
不
安
が

残

っ
て
い
た
。
つ
い
左
手
に
詩
文
を
持
ち
、

時
折
目
を
移
し
つ
つ
吟
じ
終
え
た
。

後
の
講
評
の
席
上

「
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
違

い
、
審
査
の
場
合
は
た
と
え
絶
句
し
て
も
暗

譜
し
て
吟
ず
る
方
を
評
価
す
る
」
と
厳
し
い

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
吟
は
味
わ
い
が
あ

っ
て
良
か

っ
た
と
お
誉
め
頂
い
た
が
、
基
本

的
姿
勢
を
ご
指
摘
頂
い
た
と
肝
に
銘
じ
た
次

第
で
あ
る
。

）
入
会
以
来
、
歳
月
こ
そ
重
ね
て
は
来
た
ぃご

中
身
は
か
な
り
抜
け
て
お
り
、
奥
伝
な
ど
面

映
ゆ
く
、
僣
越
の
極
み
と
言
う
の
が
正
直
な

心
境
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
奥
伝
の
資
格
が

い
た
だ
け
た
な
ら
、
今
後
は
動
か
ざ
る
こ
と

「山
」
の
如
し
で
は
な
く
、
疾
き
こ
と

「風
」

の
如
き
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
会
の
為
、

お
役
に
立
ち
た
い
と
殊
勝
に
も
考
え
て
い
る

次
第
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
程
、
宣
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奥
伝
審
査
を
受
験
し
て

ギ

　́
　
　
丸
の
内
第
二
　
杉
野
　
統
風

時
の
流
れ
は
全
く
早
い
も
の
で
、
入
会
し

て

「
ア
ッ
ー
」
と
言
う
間
に
十
六
年
を
経
過

し
奥
伝
審
査
を
受
験
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

詩
吟
に
つ
い
て
は
前
に
も
寄
稿
し
た
と
思
い

ま
す
が
、
中
学
時
代
に

「軍
事
教
練
」
の
時

間
に
教
官
か
ら
指
導
さ
れ
、
ほ
ん
の

一
瞬
で

は
あ
り
ま
す
が
吟
じ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
終
戦
と
な
り
、
習
う
機
会
も
無
く
学

校
を
卒
業
し
、
会
社
勤
め
に
専
心
退
職
を
迎

え
ま
し
た
。
偶
々
会
社
に
詩
吟
の
会
が
有
る

の
を
知
り
入
会
し
た
次
第
で
す
。

最
初
は
飯
田
会
長
の
指
導
で
厳
し
い
指
摘

を
受
け
長
続
き
す
る
か
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が

練
習
の
後
の
楽
し
み
で
こ
こ
迄
来
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
内
会
員
の
増
加
に
よ
り
、
新

教
場
が
誕
生
し
、
小
生
は
岩
崎
先
生
の
丸
の

内
第
二
に
配
属
と
な
り
今
回
の
受
験
に
至
り

ま
し
た
。
そ
の
間
先
生
に
は
不
肖
の
弟
子
で

色
々
と
面
倒
ば
か
り
を
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

捌
て
、
審
査
の
方
で
す
が
、
審
査
員
は
宗

家
で
相
手
に
と

っ
て
は
不
足
な
し
で
し
た
。
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愈
々
本
番
と
な
り
今
迄
習

っ
た
事
を
充
分
に

発
揮
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
只
講
評
の
時
に

一
言

「吟
は
非
常
に
良
か

っ
た
が
譜
面
を
見

ず
に
吟
ず
る
様
に
し
な
さ
い
」
と
注
意
を
さ

れ
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

何
は
と
も
あ
れ
今
日
ま
で
吟
じ
て
こ
ら
れ

た
の
は
諸
先
生
の
お
陰
と
、
仲
間
の
皆
様
と

の
交
流
だ
と
思
い
感
謝
で

一
杯
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
千
代
田
岳
精
会
の
発
展
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
伝
師
範
を
受
審
し
て

鎌
ヶ
谷
分
室
長
　
荻
　
　
裕
風

昨
年
の
奥
伝
受
験
に
続
い
て
、
今
回
は
奥

伝
師
範
を
受
審
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
も
更
に
体
調
不
良
で
、
会
場
に
行
く
の

が
心
細
か

っ
た
が
、
中
伝
準
師
範
受
審
の
植

村
太
山
副
分
室
長
が
自
宅
か
ら
に
同
行
し
て

く
れ
、
無
事
会
場
に
到
着
出
来
ま
し
た
。

例
年
に
も
増
し
て
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
の
熱
気
を
感
じ
、
家
元

・
宗
家
の
ご
挨

拶
の
後
、
審
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
筆
記

試
験
は
、
事
前
の
勉
強
会
で
教
わ

っ
た
事
が

役
立
ち
第
二
間
以
外
は
思
う
よ
う
に
記
入
し
、

起
句
よ
り
吟
題
と
作
者
を
記
す
問
題
に
掛
か

り
ま
し
た
が
頭
が
混
乱
し
始
め
、　
一
時
間
経

過
で
皆
さ
ん
提
出
し
て
、
誰
も
居
な
く
な
り
、

焦
る
と
な
お
混
乱
し
て
そ
の
侭
提
出
し
悔
し

い
限
り
で
し
た
。

午
後
の
個
人
面
接
は
昨
年
と
同
じ
佐
々
木

精
穂
先
生
。
二
十
周
年
大
会
ご
来
会
の
お
礼

を
申
し
上
げ
、
先
生
か
ら
は

「教
場
を
開
か

途心何  下ヤン
にの故岩 さた
就 中か崎いそ
きで家先
Lう

ま繰元生 ので
しりのや一

｀

た返今吟言大°
し年友で変
な度 と終 で
が指慰了 し
ら標労 し よ

植 の会 ま う
村 ¬を しが
さ気楽た頑
ん力 し

゛
張

と
Lみ  つ
帰 を
｀
 し

神
田
教
場
　
尾
張
　
栄
山

今
年
は
、
私
に
も
中
伝
準
師
範
を
受
験
す

る
資
格
が
出
来
た
の
で
、
勿
論
受
験
す
る
つ

も
り
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
為
の
勉
強
は
何

も
せ
ず
に
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。

十
月
に
、
飯
田
会
長
の
受
験
指
導
が
あ
る

事
を
知
り
、
試
験
問
題
や
試
験
の
様
子
を
前

年
度
受
験
し
た
人
に
聞
き
、
こ
の
ま
ま
で
も

何
と
か
な
る
と
思
い
気
軽
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
記
憶
に
あ
や
ふ
や
な
所
が
多

く
、
も
っ
と
身
を
入
れ
て
勉
強
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
改
め
て
勉
強
し
始
め
ま
し
た
。

処
が
歳
の
せ
い
で
、
覚
え
る
こ
と
が
遅
く

忘
れ
る
方
が
早
い
の
で
、
勉
強
が
進
ま
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
恥
ず
か
し
く
な
い
成
績
が
得

ら
れ
る
か
不
安
な
気
持
で
十

一
月
三
日
の
試

験
を
迎
え
ま
し
た
。

当
日
は
冷
静
な
つ
も
り
だ

っ
た
が
ゝ
や
は

り
上
が

っ
て
い
た
様
で
、
吟
題
の
作
者
選
び

で
は
頼
山
陽
の
有
名
な

「鞭
声
…
」
が
出
て

い
た
の
で
、
直
ぐ
分
か

っ
た
が

『述
懐
」
も

同
じ
作
者
な
の
に
出
て
こ
な
か

っ
た
。
吟
譜
、

の
書
き
入
れ
は
何
度
も
吟
じ
た

『山
亭
夏
日
』

だ

っ
た
の
で
ほ
ゞ
正
確
に
出
来
た
と
思
う
。

面
接
は
、
知
ら
な
い
先
生
で
な
く
、
池
袋

カ
ル
チ
ャ
ー
で
七
年
前
か
ら
指
導
し
て
頂
い

て
い
る
宗
家
だ

っ
た
の
で
気
楽
に
面
接
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
合
格
の

通
知
を
頂
き
安
心
す
る
と
同
時
に
、
今
後
は

準
師
範
の
名
を
汚
さ
な
い
様
に
吟
力
の
向
上

と
そ
の
知
識
を
深
め
、
ま
た
後
輩
の
指
導
や

吟
道
の
発
展
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
。

準
師
範
受
審
を
終
え
て

清
水
教
場
　
徳
本
　
順
山

私
は
、
ゴ
ル
フ
以
外
に
何
か
趣
味
を
持
ち

た
い
と
の
好
奇
心
か
ら
、
三
十
代
は
謡
曲
、

四
十
～
五
十
代
は
小
唄
と
下
手
の
横
好
き
を

続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成
九
年
二
月
、

会
社
の
先
輩
に
誘
わ
れ
詩
吟
に
入
門
し
、
ア

ッ
と
言
う
間
の
九
年
間
で
し
た
。

当
初
は
軽
い
気
持
で
、
い
っ
迄
続
く
か
不

安
で
し
た
が
、
家
族
か
ら

「小
唄
な
ん
か
よ

り
聞
き
や
す
い
よ
」
と
冷
や
か
さ
れ
、
そ
の

気
に
な

っ
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
教
場
で

は
飯
日
会
長
、
磯
田
会
長
代
行
か
ら
直
接
ご

指
導
戴
い
た
お
陰
で
、
終
生
の
友
と
し
て
詩

吟
が
定
着
し
つ
ヽ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
も
お
世
話
下
さ
っ
た
教
場
の
先
輩
や

千
代
田
の
皆
さ
ん
の
お
陰
と
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
度
準
師
範
受
審

を
迎
え
、
十

一
月
三
日
、
吟
友
仲
間
と
共
に

試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
千
代
田
で
は
事
前
に

傾
向
と
対
策
を
ご
教
授
頂
い
て
お
り
ま
し
た

の
で
何
の
不
安
も
無
く
、
無
事
終
え
る
こ
と

中
伝
準
師
範
に
合
格
し
て
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い
ま
す
。
私
は
準
師
範
の
伝
位
を
機
会
に
、

流
統
の
原
点
で
あ
る

”真
善
美
“
の
精
神
を

拳
拳
服
鷹
し
て

「更
に
上
る

一
層
の
楼
」
の

気
概
を
持
つ
と
共
に
、
地
に
足
の
着
い
た
吟

を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
諸
兄
の

一
層
の
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

師
範
と
言
う
名
の
重
み

丸
の
内
第
二
　
八
日
　
玉
山

流
統
よ
り
人
様
に
指
導
の
出
来
る
準
師
範

と
い
ユ
肩
書
を
頂
い
た
。
広
辞
苑
を
引
い
て

み
る
と
、
師
範
と
は

「手
本
、
模
範
。
学
問

・
技
芸
を
教
授
す
る
人
」
と
あ
る
。
は
て
？

呑
気
に
吟
を
楽
し
む
段
階
に
ど

っ
ぶ
り
漬
か

っ
て
い
た
私
に
手
本
、
模
範
吟
を
や

っ
て
教

え
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
た
訳
で
、

そ
の
立
場
に
立
つ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

改
め
て
吟
道
の
基
本
を
見
つ
め
直
し
、
知
識

と
技
法
を
し
っ
か
り
と
身
に
付
け
る
機
会
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「教
え
る
事
は
、
学

ぶ
事
の
半
ば
な
り
」
と
申
し
ま
す
。
説
明
や

説
得
を
理
解
納
得
し
て
貰
う
に
は
、
数
倍
以

上
の
基
礎
と
な
る
知
識
が
な
い
と
迫
力
に
欠

け
る
で
し
ょ
う
。
私
も
多
少
物
覚
え
は
悪
く

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
教
え
て
頂
い
た
こ
と

を
吸
収
出
来
そ
う
で
す
。
こ
れ
迄
に
も
増
し

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

地
域
の
役
員
で
忙
殺
さ
れ
て
、
在
職
時
代

の
趣
味
、
ゴ
ル
ア
、
麻
雀
、
碁
が
遠
く
な

っ

て
い
る
今
日
、
唯

一
の
楽
し
み
と
し
て
、
吟

を
続
け
ら
れ
る
事
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

年
昇

ｏ
年
☆

今
年
の
干
支
は
丁
亥
で
す

大
正
、
昭
和
、
平
成
ハ
ザ

マ
　
遊
佐

私
は
、
大
正
十
二
年
亥
年
生
ま
れ
で
今
年

八
十
四
歳
に
な
り
ま
す
。
大
正

・
昭
和

・
平

成
の
三
世
代
に
亘

っ
て
生
き
て
き
た
わ
け
で
・

す
が
、
戦
争
の
惨
禍
、
戦
後
の
混
乱
等
々
を

く
ぐ
り
抜
け
、
よ
く
も
こ
こ
迄
き
た
も
の
か

と
感
無
量
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
十

一
年
群
馬
県
立
前
橋
中
学
校
に
入

学
し

「質
実
剛
健
」

「気
宇
雄
大
」
の
校
訓

の
も
と
で
学
び
ま
し
た
が
、
二
年
生
か
ら
四

年
生
の
間
、
週
二
時
間
の
漢
文
の
時
間
が
あ

り
ま
し
た
。
先
生
が
漢
詩
を
諄
々
と
教
え
ら

れ
、
そ
れ
を
理
解
し
素
読
し
、
月
二
回
位
は

三
十
分
程
先
生
の
指
導
で
五
十
名
で
合
吟
し

ま
し
た
。

ま
た
昭
和
十
八
年
、
学
徒
出
陣
で
海
軍
予

備
学
生
と
な
り
満
州
旅
順
の
予
備
学
生
教
育

部
で
厳
し
い
教
育
を
受
け
ま
し
た
が
、
毎
日

号
令
調
整
の
訓
練
が
あ
り
、
旅
順
港
に
向
か

っ
て
最
大
の
声
を
張
り
上
げ
ま
し
た
。
以
上

の
こ
と
が
私
の
今
日
の
詩
吟
の
基
礎
に
な

っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

平
成
九
年

ハ
ザ
マ
教
場
が
発
足
し
、
今
年

二
月
に
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
よ
き
教
場
長

に
恵
ま
れ
、
教
え
て
頂
い
た
吟
の
数
は
ゆ
う

に

一
〇
〇
を
越
す
と
思
い
ま
す
が
楽
し
く
吟

）
続
け
て
き
ま
し
た
。
発
足
時
は
十
二
人
ご

醤鍋

し
た
が
入
退
会
が
あ

っ
て
現
在
二
十
七
名
の

大
所
帯
に
な
り
ま
し
た
。
就
中
、
大
正
生
ま

れ
の
十
名
が
相
変
わ
ら
ず
頑
張

っ
て
い
る
こ

と
は
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

私
達
は
吟
を
愛
し
、
楽
し
み
続
け
る
と
共

に
、
教
場
会
員
の
増
強
を
計
る
た
め
に
、
ハ

ザ
マ
Ｏ
Ｂ
は
勿
論
の
こ
と
、
新
た
な
分
野
に

も
拡
大
す
る
こ
と
を
含
め
、
些
か
で
も
貢
献

出
来
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

吟
と
の
再
会

Ｆ
ｌ
　
　
　
　
　
　
ハ
ザ
マ
　
中
川
　
睦
山

亥
年
の
新
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
の
依
頼
で
、

猪
と
の
共
通
点
を
探
し
て
み
て
も
何
も
な
い
。

猪
突
猛
進
な
ど

一
度
も
な
い
。
酒
の
勢
い
が

弾
み
の
猪
突
爆
沈
の
失
敗
は
幾
ら
で
も
あ
る
。

大
正
十
二
年

一
月
生
ま
れ
で
、
そ
の
年
の

九
月
の
関
東
大
震
災
も
大
阪
育
ち
で
被
災
を

免
れ
た
。
六
巡
目
平
成
七
年
の
亥
年
．
阪
神
、

淡
路
大
震
災
も
実
害
な
し
。
三
度
目
の
正
直

で
次
の
亥
年
に
何
が
起

っ
て
も
、
被
害
な
ど

受
け
る
わ
け
が
な
い
。
但
し
今
年
の
亥
年
は

何
も
起
ら
な
い
言
う
条
件
付
の
こ
と
で
あ
る
。

去
年
十
月
の

「創
立
二
十
周
年
吟
道
大
会
」

に
出
席
し
て
千
代
田
岳
精
会
に
籍
を
置
く
誇

り
を
抱
い
た
の
は
私

一
人
で
は
な
い
筈
で
あ

る
。
素
晴
ら
し
い
内
容
で
感
激
し
た
。

吟
と
の
再
会
に
は
思
い
出
が
あ
る
。
確
か

中
学
三
年
の
頃
だ

っ
た
か
、
学
校
の
近
く
に
、

毎
週
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ

（大
阪
放
送
局
）
か
ら
放
送

さ
れ
て
い
た
詩
吟
の
先
生
が
住
ん
で
お
ら
れ

た
。
学
校
か
ら
の
依
頼
で
指
導
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
、
毎
週
二
回
弁
論
部
員
が
受
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講
し
た
。
神
州
流
　
村
上
昇
風
先
生
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
放
送
を
聞
く
の

が
楽
し
み
で
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
先

生
の
吟
声
を
誇
ら
し
げ
聞
い
た
も
の
だ
。

先
生
の
お
口
添
え
で
大
阪
府
か
の
中
学
対

抗
吟
詠
大
会
に
何
度
か
出
演
し
た
が
遂
に
無

入
賞
で
終
わ
っ
た
。
以
降
学
生
時
代
、
参
戦
、

復
員
、
ハ
ザ
マ
勤
務
を
経
て
、
平
成
九
年
二

月

ハ
ザ
マ
教
場
新
設
と
共
に
六
十
六
年
振
り

に

”吟
“
に
再
会
、
今
に
至

っ
て
い
る
。

飯
田
精
鷹
会
長
、
鈴
木
龍
成
教
場
長
と
昔

の
村
上
先
生
と
重
な

っ
て

”
人
生
こ
れ
吟
な

り
“
を
実
感
。
重
な
る
と
言
え
ば
、
中
学
時

代
の
大
会
で
甘
味
の
不
足
が
ち
な
あ
の
頃
、

お
土
産
に
貰

っ
た
紅
自
の
餞
頭
と

”
二
十
周

年
“
で
の
紅
白
饉
頭
が

「吟
と
の
再
会
」
を

祝

っ
て
く
れ
て
る
様
で
嬉
し
か

っ
た
。

年
頭
に
当
た
り
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
ま
す

の
で
宣
し
く
ご
指
導
下
さ
い
。

専
心

東
陽
町
　
一削
田
　
道
山

入
会
し
て
は
や
十

一
年
余
。
親
切
な
ど
指

導
と
同
僚
の
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
て
の
今
日

で
あ
る
。

生
活
は
ひ
た
す
ら
に
吟
道
と
言
え
ま
し
よ

う
。
吟
ず
る
為
の
俳
句
、
短
歌
作
り
に
努
め
、

漢
詩
研
究
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
参
加
し
て
い
る
。

併
せ
て
自
作
を
吟
詠
す
る
ピ
ア
ノ
弾
き
詠
い

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
句
会

・
歌
会
。
演
奏

会
で
の
詩
吟
も
好
評
で
し
た
。
過
日
台
湾
で

大
会
が
あ
り
現
地
作
家
の
作
品
を
吟
じ
ま
し

た
処
、
会
場
の
方
々
に
涙
し
て
握
手
を
求
め

Ｌ
れ
、
肩
を
抱
か
れ
て
感
動
の
刻
を
過
ご
力
ヽ

ま
し
た
。
総
合
芸
術
と
し
て
の
詩
吟
の
世
界

を
隷
劾
よ
緩
動
は
わ
嫌
九
竜
ピ
も
有
難
い
勉

に
尽
き
ぬ
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ト
ル
コ

さ
れ
る
限
り
続
け
て
い
く
事
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
詩
吟
を
通
し
て
終
生
の
友
を
沢
山
得
ま

し
た
こ
と
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

宝
拗
積
け
ど
情
を

一
旬
に
収
め
て
筆
を
置
き

ま
す
。
受
け
身
に
て

生
き
さ
ら
す
ま
じ
　
寒
椿
　
　
道
人

干
支
に

と齢酢漣辞嘲載い”澤てご卸い狙講貶

鑢商帥ま伸韓酎ず獄嘩Ｖ麟罐
豪灯げ用

のケ”い
「と硼劾電
（すげ
のとい）です。

０
千
支
の
求
め
方

年
酔
肝
破
表
わ
し
た
年
数
を
①
で
割

っ
た
余

り
を
求
め
、
十
千
を
割
り
だ
す
。

つ

/ヽゝ

ハ て

ザ
マ

山
本
　
忠
次
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十
千

余

り

十

干
余
り

乙 5 庚 0

丙 6 辛 1

丁 7 壬 2

膚 8 癸 3

己 9 甲 4

同
様
に
西
暦
で
表
わ
し
た
年
数
を
ω
で
割

っ
た
余
り
を
求
め
、
次
表
か
ら
十
二
支
を
割

り
だ
す
。

十
二
支

余

り

十
二
支

余
り

寅 6 申 0

＝
Ｆ
斤
ツ 7 酉 1

辰 8 成 2

巳 9 亥 3

午 ⑩ 子 4

未 丑 5

（千
支

一
覧
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
頁

数
の
関
係
で
割
愛
い
た
し
ま
し
た
）

年
男
を
迎
え
てハ
ザ
マ
　
丸
山
　
育
人

私
は
、
健
康
と
職
場
に
恵
ま
れ
て
、
幸
い

に
し
て
満
六
十
八
歳
の
九
月
ま
で
勤
務
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
昨
年
古
稀
を
迎
え
、
自

分
で
は
、
ま
だ
ま
だ
と
思

っ
て
い
た
の
に
、

急
に
高
齢
者
の
仲
間
入
り
さ
せ
ら
れ
た
様
な

感
じ
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
肩
肘
を
張
ら

ず
無
理
を
せ
す
、
折
角
掴
ん
だ
熟
年
の
時
代

を
楽
し
み

「元
気
で
、
爽
や
か
に
生
き
抜
こ

う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
老
化
防
止
の
手
段
と

し
て
、
日
常
の
運
動
不
足
に
よ
る
足
腰
の
衰

え
を
無
く
す
た
め
に
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
ザ
マ
社
友
会
の
歩
こ
う
会
で
、
詩
吟
同

好
会
の
中
川
睦
山
さ
ん
が
、
港
区
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
優
勝
さ
れ
た
紹
介
が
あ
り
、
早
速
素

晴
ら
し
い
美
声
で
吟
詠
さ
れ
た
。
私
も
前
か

か
ら
詩
吟
に
興
味
が
あ
り
、
即
入
会
の
手
配

を
し
て
頂
き
、
入
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
練
習
を
重
ね
る
毎
に
奥
が
深
い
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
常
に
謙
虚
な
気
持
で
、
真
面

目
に
肩
の
力
を
抜
い
て
腹
の
底
か
ら
声
を
出

し
て
笑
顔
で
楽
し
く
詩
吟
と
取
組
み
、
い
つ

ま
で
も
健
康
で
現
役
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
ご
指
導

の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
女
新
年
メ
ッ
セ
ー
ジ

銀
座
分
室
　
一昌
橋
　
道
子

平
成
十
七
年
二
月
、
本
荘
麗
山
さ
ん
に
勧

み
ら
れ
吟
を
始
め
、
ひ
た
す
ら
先
輩
方
に
近

付
こ
う
と
続
け
て
き
ま
し
た
。
先
日
の
ご
指

導
で

「吟
題
か
ら
大
き
な
声
で
、
ハ
ッ
キ
リ

と
発
音
し
な
さ
い
。
節
調
は
そ
れ
か
ら
で
す

と
先
生
か
ら
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
な

ら
体
力
に
自
信
の
あ
る
私
に
も
出
来
る
。
か

も
し
れ
な
い
。
と
い
う
訳
で
、
私
の
こ
れ
か

ら
の

一
年
は

「初
心
に
帰
る
！
」
で
す
。

実
は
、
愛
車
の
バ
イ
ク
も
二
〇
代
の
頃
と

同
じ
車
種
に
な
り
、
初
心
に
帰
り
ま
す
。

先
生
や
先
輩
方
の
よ
う
に
い
つ
迄
も
若
々

し
く
い
ら
れ
る
よ
う
、
も

っ
と
勉
強
し
て
、

深
み
の
あ
る
吟
を
長
く
続
け
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
年
女
の
記
念
に
今
年
は
独

吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

）
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　

）

利
関
∃
罰
到
「

曰
コ
頸
側
劉

清
水
　
星
野
　
久
山

五
月
二
十
二
日
、
芝
弥
生
会
館
を
会
場
と

し
て
清
水
教
場
創
立
十
周
年
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

横
山
精
真
宗
家
、
千
代
田
岳
精
会
磯
田
龍

真
会
長
代
行
、
岩
崎
龍
慶
副
会
長
を
始
め
と

し
、
各
教
場
長
、
清
水
建
設
清
友
会
自
井
東

京
支
部
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し

て
午
前
十
時
祝
典
を
開
始
。
引
続
き
吟
詠
会

に
進
ん
だ
。
教
場
全
会
員
に
名
古
屋
か
ら
の

特
別
参
加
も
あ
り
、
ご
来
雪
各
位
の
模
範
吟
、

特
に
宗
家
か
ら
は

「桜
台
楼
主
人
五
十
九
歳

台
桜
を
賞
す
」
と
い
う
自
作
の
絶
旬
ま
で
披

露
さ
れ
た
。
最
後
に
出
席
者
全
員
の
大
合
吟

『富
士
山
」
、
振
幣
寿
詞
で
十
二
時
半
お
開

き
と
し
、
場
所
を
移
し
て
の
懇
親
会
は
隅
田

川
に
屋
形
船
を
浮
か
べ
て
の
野
趣
あ
ふ
れ
る

趣
向
。
酒
杯
の
交
換
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に

ま
で
盛
上
が
り
、
あ

っ
と
い
う
間
の
三
時
間

で
賑
や
か
な
幕
引
き
と
な

っ
た
。
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一農

詩

養

清
水
　
西
川
　
むポ
曲

高
　
　
　
　
　
泄
　
　
甫

風
急
天
高
薇
哺
泉
　
渚
清
沙
台
鳥
飛
理

黒
邊
藩
木
爺
裁
下
　
不
壼
長
江
求
求
未

萬
里
悲
秋
帝
作
客
　
百
年
多
病
獨
養
曇

難
難
薔
慎
繁
霜
彗
　
濠
倒
新
停
濁
酒
林

唐
の
時
代
、
陰
暦
九
月
九
日
、
重
陽
の
節

旬
に
は
、
親
し
い
人
達
が
集
ま
っ
て
山
や
丘

に
登
り
酒
宴
を
催
す
習
慣
が
あ

っ
た
。
こ
れ

を
登
高
と
言
う
。
こ
の
詩
は
、
杜
甫
が
世
情

不
安
と
食
糧
難
の
な
か
喘
息
、
神
経
痛
、
糖

尿
病
等
の
持
病
と
闘
い
つ
ゝ
、
雲
安
、
キ
州
、

衝
陽

一
帯
を
転
々
と
し
て
い
た
頃
に
キ
州

（

四
川
省

・
奉
節
県
）
に
お
け
る
作
で
、
親
し

い
友
も
無
い
ま
ゝ
、
独
り
長
江
を
望
む
台
上

に
登

っ
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。

〔通
釈
〕
風
は
激
し
く
吹
き
荒
れ
、
秋
の
空

は
高
く
澄
み
、
そ
し
て
猿
の
鳴
き
声
が
悲
し

く
響
き
渡
る
。
見
下
ろ
せ
ば
長
江
の
岸
辺
は

清
ら
か
に
透
き
と
お
り
、
川
砂
は
自
く
そ
の

上
を
鳥
が
輪
を
描
い
て
飛
ん
で
い
る
。
果
て

し
な
く
広
が
る
林
の
落
葉
は
、
ざ
わ
ざ
わ
と

音
を
立
て
乍
ら
落
ち
、
尽
き
る
こ
と
の
無
い

長
江
の
水
は
湧
き
か
え
る
様
に
流
れ
て
く
る
。

邊
か
万
里
も
故
郷
を
離
れ
て
こ
の
悲
し
い
秋

を
迎
え
た
私
は
常
に
旅
人
の
身
で
あ
り
、　
一

生
の
間
病
気
ば
か
り
し
て
い
る
こ
の
体
で
、

今
た
っ
た

一
人
こ
の
高
台
に
登

っ
て
い
る
。

ノl
▼

）
労
を
重
ね
て
真
白
に
な
っ
た
わ
が
髪
が

く
づ
く
嘆
か
わ
し
い
。
年
老
い
て
衰
え
た
為
、

せ
め
て
も
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
濁
り
酒
す
ら

近
頃
で
は
止
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た

が
、
い
よ
い
よ
投
げ
や
り
な
気
持
ち
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
。

〔考
察
〕
登
高
は
七
言
律
詩
の
詩
型
で
七
言

の
八
句
か
ら
な

っ
′て
い
る
。
こ
の
詩
の
前
半

の
叙
景
は
、
も
は
や
単
な
る
秋
景
色
で
は
無

い
。
吹
き
荒
れ
る
風
、
晴
れ
渡
る
空
、
散
り

続
け
る
木
の
葉
、
湧
き
返
る
長
江
、
そ
し
て

猿
と
鳥
、
す
べ
て
作
者
の
心
眼
を
濾
過
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
限
り
な
く
悲
壮
な
心
の
鳴
動

と
な

っ
て
い
る
。
後
半
は
心
境
の
告
白
と
な

る
が
、
前
半
に
対
す
る
注
釈

・
説
明
と
い
う

印
象
が
無
い
で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
に
伝
わ
る
杜
甫
の
詩
文
集
は
、
千
四
百
五

十
首
余
り
の
詩
と
、
三
十
篇
余
り
の
散
文
が

有
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
内
千
四
百
首
ば

か
り
は
今
体

（き
ん
た
い
）
と
よ
ば
れ
る
五
、

七
言
の
律
詩
と
絶
句
で
あ
り
、
余
り
の
四
百

十
数
首
が
古
体
と
よ
ば
れ
る
五
、
七
言
の
長

詩
で
あ
る
。

【
新

会

員

紹

介

】

◇
丸
の
内
第
二
教
場

（草
加
分
室
）

菊
池
　
幸
子
さ
ん

（七
月
入
会
）

名
取
佳
泉
さ
ん
の
お
友
達
で
、
い
つ
も

イ
タ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
の
洋
服
で
現
れ
る
素

敵
な
方
で
す
。
優
し
い
子
（
孫
に
囲
ま
れ

幸
せ
な
環
境
で
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
に
氣

を
つ
け
、
好
き
な
漢
詩
を
大
き
な
声
で
吟

ず
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◇
東
陽
町
教
場

勝
村
　
忠
三
氏

（十
月
入
会
）

Ｎ
自
動
車
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を

脱
サ
ラ
し
、
い
る
ん
な
事
業
を
手
が
け
た

末
神
楽
坂
に
飲
食
店
を
経
営
し
、
こ
ま
め

で
面
倒
見
の
よ
い
人
柄
で
、
現
在
同
商
店

会
の
副
理
事
長
を
し
て
い
ま
す
。
近
年
店

の
経
営
を
ご
子
息
に
任
せ
、
ご
隠
居
の
身

に
な

っ
た
の
で
、
趣
味
の
幅
を
広
げ
る
意

図
で
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

「神
楽
坂
阿
波

踊
り
の
会
」
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
大

変
幅
の
広
い
粋
人
で
す
。

◇
東
陽
町
教
場

（鎌
ヶ
谷
分
室
）

柳
川
　
交
司
氏

（十
月
入
会
）

鎌
ヶ
谷
開
設
直
後
、
荻
分
室
長
と
在
職

中
机
を
並
べ
て
い
た
親
友
の
同
氏
が
明
和

会
の
Ｈ
Ｐ
で
知
り
、
九
月
に
来
会
。
高
校

，
大
学
時
代
陸
上
短
距
離
で
名
を
馳
せ
た

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
．
知
る
人
は
皆
大
歓
迎
で

す
。
世
話
好
き
で
人
望
厚
く
、
趣
味
も
書
、

碁
、
将
棋
と
多
才
、
美
声
に
加
え
て
研
究

熱
心
な
大
型
新
人
で
す
。

◇
清
水
教
場

船
津
　
英
世
氏

（六
月
入
会
）
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生
ま
れ
は
神
奈
川
県
。
最
近
凝

っ
て
い

る
趣
味
は
囲
碁
位

（五
段
程
度
か
）
対
局

後
仲
間
と

一
杯
飲
む
の
も
楽
し
み
。
望
月

先
輩
、
同
期
の
徳
本
、
山
田
君
が
熱
心
に

勧
め
る
こ
と
で
あ
り
、
自
分
と
し
て
は
声

量
も
無
く
、
向
い
て
い
る
と
は
思
わ
な
い

が
入
門
を
決
心
。
や

っ
て
み
る
と
結
構
面

白
そ
う
だ
、
頑
張

っ
て
み
た
い
。

◇

ハ
ザ
マ
教
場

丸
山
　
育
人
氏

（五
月
入
会
）

ハ
ザ
マ
Ｏ
Ｂ
の
会
で
萩
原
晴
泉
さ
ん
の

誘
い
を
受
け

「親
戚
、
家
族
の
前
で
披
露

出
来
る
の
は
こ
れ
だ
」
と
積
極
的
に
入
会

夫
人
の
母
堂
の
勧
め
も
あ

っ
た
と
の
こ
と
。

学
生
時
代
硬
式
野
球
で
鍛
え
た
体
で
、

吟
に
合

っ
た
遅
し
い
声
。
趣
味
の
海
外
旅

行

（世
界
遺
産
巡
り
）
に
、
吟
詠
旅
行
？

が
加
わ
り
ま
し
た
。

浦
谷
　
政
夫
氏

（十
月
入
会
）

鈴
木
教
場
長
の
学
友
で
、
あ
る
日

一
杯

や

っ
て
い
る
間
に
吟
談
に
花
が
咲
き

「や

っ
て
み
よ
う
」
と
ト
ン
ト
ン
と
入
会
。
早

く
も
独
吟
で
堂
々
と
発
表
。
意
欲
満
々
。

永
年
短
歌
サ
ー
ク
ル
で
腕
を
磨
い
て
い

る
文
学
熟
年
で
も
あ
る
。
ゴ
ル
フ
も
安
定

ベ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

石
田
　
勝
美
氏

（十
月
入
会
）

か
ね
が
ね
、
発
声
は
身
体
に
大
変
良
い

と
の
話
を
聞
き
、
萩
原
晴
泉
さ
ん
の
紹
介

で
入
会
。
漢
詩
に
も
大
変
興
味
が
あ
り
、

詩
を
吟
に
ど
う
表
現
す
る
の
か
挑
戦
し
た

い
と
の
抱
負
を
持

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

奥
様
と
犬

一
匹
の
生
活
の
な
か
で
、
ゴ

ル
フ
、
釣
り
、
油
絵
、
書
、
象
刻
と
幅
広

く
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
　
政
夫
氏

（十
二
月
入
会
）

紹
介
の
前
田
達
泉
さ
ん
と
は
、
社
内
詩

吟
同
好
会
で
研
鑽
の
仲
間
。
久
し
ぶ
り
に

あ

っ
た
ハ
ザ
マ
Ｏ
Ｂ
会
の
席
上
、
前
田
さ

ん
の
熱
心
な
説
得
に
あ
い
入
会
決
意
。

ゴ
ル
フ
、
麻
雀
と
趣
味
を
楽
し
み
な
が

ら
、　
”女
子
新
体
操
“
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
級
の
お
孫
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
す
る

毎
日
で
す
。

◇
丸
の
内
女
子
教
場
　
　
　
　
　
　
´
　

・

新
島
　
悦
子
さ
ん

（五
月
入
会
）

在
職
中
経
理
部
所
属
の
先
輩
で
す
。
新

宿
の
街
で
バ
ッ
タ
リ
出
会
い
、
双
方
で
び

っ
く
り
。
私
が
教
場
長
と
聞
き
、
彼
女
も

吟
を
習

っ
た
経
験
あ
り
、
積
も
る
話
に
花

が
咲
き
入
会
を
お
勧
め
し
ま
し
た
。
税
理

士
を
止
め
た
ら
と
の
約
束
し
た
の
が

一
年

前
で
し
た
。
吟
の
心
、
漢
詩
に
興
味
が
お

有
り
の
明
る
く
楽
し
い
方
で
す
。

◇
新
宿
教
場

真
山
　
尚
子
さ
ん

（六
月
入
会
）

千
葉
県
の
水
郷
地
帯
佐
原
出
身
で
す
。

趣
味
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
自
然
を
親
し
む

事
が
好
き
で
野
山
散
策
で
す
。
専
業
主
婦

二
十
年
の
後
、
会
社
勤
め
を
始
め
て
二
十

年
、
今
年
二
月
末
、
定
年
退
職
？
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
ゆ

っ
く
り
名
所
旧
跡

巡
り
し
て
行
き
た
い
で
す
。
吟
も
頑
張
り

ま
す
。

波
治
　
郁
代
さ
ん

（六
月
入
会
）

人
で
す
。
聞
い
た
人
は
皆

一
様
に
回
あ
ん

ぐ
り
、
び

っ
く
り
仰
天
。
真
山
、
小
柴
さ

ん
と
元
気
印
二
人
娘
の
入
会
を
皆
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

小
柴
　
ふ
じ
子
さ
ん

（七
月
入
会
）

明
治
生
命
の
頃
の
友
達
か
ら
詩
吟
を
誘

わ
れ
行

っ
て
み
る
と
、
知
合
い
の
方
も
居

ら
れ
、
皆
さ
ん
と
び
き
り
の
笑
顔
で
迎
え

て
下
さ
り
、
初
め
て
発
声
か
ら
詩
吟
を
習

い
、
食
事
、
お
茶
ま
で
ご
馳
走
に
な
り
、

一
日
楽
し
く
過
ご
し
て
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

Ｆ
　

先
輩
の
細
い
身
体
か
ら
出
る
迫
力
の
あ

る
声
に
び

っ
く、
り
。
以
来
四
カ
月
、
少
し

で
も
先
輩
の
よ
う
に
声
が
出
せ
る
よ
う
楽

し
み
な
が
ら
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
宣
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
珊

鍋

邸

憂

撃

六

六
十
六
歳
。
女
子
教
場
副
教
場
長
と
し
て

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

創
立
二
十
周
年
記
念
吟
道
大
会
は
、
大
変

高
い
評
価
を
頂
き
、
大
成
功
裡
に
終
わ
り
ま

し
た
。
全
員
参
加
の
企
画
運
営
見
事
な
も
の

で
し
た
。
こ
の
時
に
千
代
田
創
設
の
大
業
を

な
さ
れ
た
飯
田
会
長
が
勇
退
さ
れ
、
鈴
木
新

会
長
か
後
を
継
が
れ
ま
す
。
飯
田
会
長
、
長

い
間
の
ご
指
導
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ雌磁期緩
紺』晰
琢シ「
フ
一
（同助睦玲

杉
並
区
に
お
住
ま
い
の
、
明
治
安
田
生

命
の
バ
リ
バ
リ
の
現
役
で
す
。
特
技
の
カ

）
ラ
オ
ケ
は
、
和
田
ア
キ
子
も
顔
負
け
（
猪
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